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1.2001年 度 日本語教育実習の概要

 信州大学人文学部では、 日本語教員養成副専攻課程を設 け、修了証書 を発行 してい

る。今期 の受講生は、6名 であった。当課程は、所定の科 目の中に 日本語教育実習(前

期 ・2単 位 ・4年 次履修)を 含むが、ここに、2001年 度の実習記録 を残 したい。

 今期の 日本語教育実習の実施機 関、内容、担 当、期 間の概略は以下の通 りである。

  ① 信州大学人文学部科 目担当教官による指導(沖 裕子)  全期間

  ② 信州大学留学生セ ンターにおける実習     6～7月

     日本語 ・日本事情授業見学 と指導(上 條厚)

     予備教育初級クラスの教壇補助 と指導(合 津美穂)

     〈含プ ロジェク トワー ク実践〉

     予備教育中級 クラスの教壇補助及教壇実習 と指導(藤 沢文人)

  ③ 韓国カ トリック大学校 における実習      10,月

     日本語ス ピーチ大会における審査員体験く評価実習 〉

     ミニ ドラマ教授法見学 と指導(津 崎浩一)

     教壇補助くフ リー トーキング〉(中 野敦)

     教壇 実習(津 崎浩一 ・中野敦)

      〈信大事情 〉〈感謝表現 としてのス ミマセ ン〉

 ①② の活動及び、③の準備活動 は、 日本語教育実習科 目の課題 として行 い、評価 を

した。③ の活動は、任意参加 である。前期2単 位の科 目としては、科 目担 当者 にとっ

て も履修生 にとって も過重な負担 となった ことは否めない。 しか し、履修生は意図す

るところをよ く理解 し積極的な取 り組み をみせた。

 充実 した実習プ ログラムが展開できたのは、何 よ りも信州大学留学生センター、藤

沢文人教授、上條厚助教授、合津美穂講師、また、韓国カ トリック大学校、津崎浩一

客員教授 、中野敦客員教授の、無償 の御協力 のおかげである。記 して心か らの感謝を

申し上げます。 また、姜錫祐カ トリック大学校言語文化学部長、内藤哲雄信州大学留

学生センター長、大島征 二信州大学人文学部長には、格別のご配慮 を賜 った。記 して

心よ りの感謝 を申 し上げる。
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2.叢 終評価

 科 目と しての最終評価は、 レポー トで行った。 レポー ト課題 を以下に記す。

 レポー ト課題 「1」 については、 「2001年度 日本語教育実習記録」、 レポー ト 「2」

については、 「信州大学留学生セ ンターにお ける 目本語教育実習 を受 けて」 と題 して、

本号中に別稿 として掲げる。

 また、留学生センター合津美穂氏には、実習受入れ 日本語教員 としての知見 をおま

とめいただいた論文を本号に ご寄稿 いただいた。記 して謝意 を表 します。

  レポー ト課題:以 下の2点 についてま とめよ。

  1.今 年度の実習で行 った ことの記録 を整理 し、記述せ よ。6人 でよ りよい記述

    の方法を討議 しなが ら、ひ とつの ものを提出す ること。第1回 の講義 か ら始

    ま り、7月24日 に行われ る留学生センターでのイ ンタビュー発表会参加ま

    でのすべての行為(先 生方 との連絡や 、事前の相談、プ ロジェク トワークと

    してのイ ンタビュー を受ける等。 さらに韓国関係 も同様。)を 含め、 また、

    記録 ・レポー ト作成 に関す る行為 も実習過程に含める。それぞれの行為につ

    い て、5WIHを 明 らかに しなが らま とめること。提出後にや り直 しとなる

    よ うな事態を招かないために、必要な ら提出前に沖の指導 を受 ける。

  2.(1)今 年度の実習記録 を作成す る過程での討議や考察をふまえ、(2)指 定 した

    教科書(含 『新 しい 日本語教育のために』)を 読み返 し、(3)必 要な ら他の文

    献 にもあた り、(4)今 回の実習での経験や観察を具体的 に描写 しなが ら(5)次

    の観点か ら各 自の考奈を深 め、 自由にま とめよ。実習での見聞か ら特に役立

    った と思 うことにっいては積極的 にふれてまとめること。

      ① 日本語教育の多様性 とは どのようなものだ と考えるか。

      ② 自分 自身が実行す る立場にたった場合、多様性 に対応す るコースデザ

       インをどの ように行 うか。

      ③ コースデザイ ンか ら始ま り、実際に学習者 とかかわ りながらその実現

       にいた る責任者 としての 日本語教師は、 どのよ うにあるべ きか、各 自

       の 日本語教師像をまとめよ。言語 ・文化に関す る知識、学習者心理に

       関す る知識や運営組織に関す る知識な ど、教室運営に必要な事項を考

       えるだけではなくたとえば、教室外での 自然習得 も含めて学習者 の観

       点にた って考えるな ど各 自の日本語教育観 を自由に掘 り下げること。
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